
《課題１》 回遊域全体の個体数が不明
《課題２》 漁業被害の実態把握が困難
《課題３》 アザラシ捕獲従事者が不足 など

夏期の確認個体数（ゴマフアザラシ）

礼文島 声問・宗谷 抜海 天売島 焼尻島 道北計 道東 合計

605 224 8 5 8 850 158 1,008

北海道アザラシ管理計画の概要

漁業被害額
（ゴマフアザラシ）

個体数の削減 被害防止の捕獲

240,089千円 313,966千円 408,994千円

2011 2012 2013

ゴマフアザラシ
ゼニガタアザラシ（希少鳥獣・国が対応）

その他のアザラシ（生息数拡大等認められない）

◎計画期間 平成２７～２８年度（２年間）

対象鳥獣としない

北海道アザラシ管理検討会 振興局海獣被害防止対策連絡会議

実施
（従来どおり）

現在（2013）

目標（2017）

周年定着個体 実施 実施
（従来どおり）

概ね１／２

回遊個体 実施しない

回遊性回復可能性 個体数、捕獲頭数、混獲頭数
漁業被害 漁獲量 地域社会への影響 など

計画の評価・検証 関係者の意見聴取

対象鳥獣

モニタリング項目

◎計画区域 北海道全域

◎モニタリング結果に基づき目標を柔軟に見直す順応的管理の実施

◎アザラシ捕獲にトド採捕従事者を活用

削減の方法

削減の期間

削減の目標

取組の方向

絶滅リスク回避 回遊個体に著しい減少が確認された場合は、削減を中止

捕獲や追い払い

６～１０月
（回遊個体がいない）

道北地域の夏期確認個体数を2013年の概ね１／２
（絶滅リスクを回避しながら効果や影響の把握が可能）

南下防止のため日本海沿岸地区は連携した取組

管 理

目 標

現 状

課 題

実 施

体 制

《目的１》

アザラシ類による漁業被害の軽減

《目的２》

人とアザラシ類との共存

過去

最大


